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1. 序論：2026年生成AI市場におけるDeepSeek V4の地政学
的・技術的意義 
2026年4月22日、中国のAIスタートアップ企業であるDeepSeek（杭州深度求索人工智能基础技术
研究有限公司）は、同社の最新フラッグシップモデルである「DeepSeek V4」をリリースした 1。2026
年6月現在において、DeepSeek V4は同社の最先端かつ最新のモデルとして位置づけられており、
前世代にあたるDeepSeek V3および推論特化型モデルDeepSeek R1の実質的な後継アーキテク
チャである 1。このリリースに伴い、旧来のAPIエンドポイントであったdeepseek-chatおよび
deepseek-reasonerは、2026年7月24日をもって完全に廃止（非推奨）となり、すべてのトラフィックは
V4のアーキテクチャへとルーティングされることが公式に発表されている 3。 
DeepSeek V4の登場は、単なるパラメータサイズの拡大にとどまらず、グローバルなAI開発競争に
おける重要なパラダイムシフトを象徴している。現在、米国の輸出規制により、中国企業はNVIDIA
製の最先端GPU（H100やB200等）の調達が極めて困難な状況にある。そのような環境下におい
て、DeepSeekはHuawei製の国産アクセラレータ（Ascend等）を用いて、OpenAIの「GPT-5.4」や「
GPT-5.5」、Anthropicの「Claude Opus 4.7」「Claude Opus 4.8」といった欧米の最先端フロンティア
モデルと直接競合し得る1兆パラメータ級の巨大モデルを学習・構築することに成功した 1。この事実
は、ソフトウェア側のアーキテクチャ革新（アルゴリズムの最適化）によって、ハードウェアの絶対的

性能差やデータフォーマット・計算精度の不一致を克服できることを証明するものであり、AI業界に
甚大な衝撃を与えている 6。 
本分析レポートでは、最新モデルであるDeepSeek V4の技術的仕様や市場における評価・評判を
精緻に解剖するとともに、コンプライアンス要件が極めて厳しい「知的財産（IP）・特許業務」におい
て、本モデルがどのような破壊的イノベーションをもたらし得るのか、そして同時に内在するデータプ

ライバシーや安全保障上の法的リスクをどのように管理・統制すべきかについて、包括的かつ詳細

に論証する。 

2. DeepSeek V4ファミリのアーキテクチャと技術的仕様の詳
細解析 
DeepSeek V4は、一律の単一モデルではなく、用途と計算資源の制約に応じて最適化された複数
のバリアントから構成されるファミリとして展開されている。その中核となる技術は、極めて効率的な

Mixture-of-Experts（MoE：専門家混合）アーキテクチャと、超長文のコンテキストを処理するための
アテンション機構の抜本的な改良である 3。 



2.1. モデルバリアントとパラメータ効率の最適化 

2026年時点での主要なラインナップと仕様は以下の通りである。 

仕様 / モデル名 DeepSeek V4 Pro DeepSeek V4 
Flash 

DeepSeek V4 
(Base) 

位置づけ 本番環境向けの最

上位チューニングモ

デル 

高速処理・低遅延に

特化した軽量バリア

ント 

オリジナルの基盤モ

デル 

総パラメータ数 1.6兆 (1.6T) 2,840億 (284B) 約1兆 (1T) 

アクティブパラメータ/
トークン 

490億 (49B) 130億 (13B) - 

コンテキストウィンド

ウ 
1,000,000 トークン 
(1M) 

1,000,000 トークン 
(1M) 

1,000,000 トークン 
(1M) 

最大出力長 384,000 トークン 384,000 トークン 384,000 トークン 

主な用途 高度な論理推論、

コーディング、長文

脈エージェント 

チャット、高速ルー

ティング、大量データ

の要約 

基礎研究、ファイン

チューニングのベー

ス 

ライセンス MITライセンス MITライセンス MITライセンス 

出典データに基づく構成 1 

上記の表が示す通り、V4ファミリの最大の技術的特長は「総パラメータ数」と「アクティブパラメータ
数」の極端な乖離にある。最上位のDeepSeek V4 Proは全体で1.6兆ものパラメータを持つが、ある
特定のトークンを生成・処理する際に実際に計算を行う（アクティブになる）パラメータ数は、わずか

490億（49B）に抑えられている 2。これは比喩的に言えば、モデルの内部に「1,600人の専門家」が待
機しているものの、各タスクの瞬間に発言するのはそのタスクに最も適した「49人の専門家」のみで
あるという状態を意味する 3。このMoEアーキテクチャの高度なルーティング機構により、巨大な知識
ベースを維持しながらも、推論時の計算負荷（レイテンシと計算コスト）を劇的に低下させることに成

功している。 
2.2. ハードウェアの制約を克服する技術的ブレイクスルー 

100万（1M）トークンという超長文コンテキストウィンドウを実用的な速度で処理するため、V4アーキ



テクチャには複数の革新的な数学的・アルゴリズム的最適化が施されている 7。 
1.​ アテンション機構の圧縮：従来のTransformerモデルにおける最大のボトルネックであったアテ

ンション計算の二次関数的なメモリ増大を防ぐため、V4では「Compressed Sparse Attention（
CSA）」および「Heavily Compressed Attention（HCA）」が採用されている 2。これにより、長文
入力時のメモリフットプリントと演算スループットが大幅に改善された。 

2.​ オプティマイザと量子化技術：モデルの学習および推論パイプラインにおいて、「Muon 
Optimizer」とFP4（4ビット浮動小数点）量子化技術を組み合わせることで、計算精度を極力維
持したままデータ転送量と計算負荷を削減している 3。 

3.​ Engram Memory（記憶機構）：コンテキスト長が1Mトークン（英語で約75万語、分厚い専門
書数冊分に相当）に達すると、モデルが文脈の途中にある情報を忘却する「Lost in the 
middle」現象が深刻化する。V4では、この課題に対処するための新たなメモリ保持機構（
Engram Memory等）が統合され、文書のどの位置にある情報であっても正確に抽出・参照で
きる高い検索精度（Needle in a haystack性能）を実現している 7。 

2.3. 「Thinking Mode（思考モード）」の実装と進化 

V4ファミリは、旧R1モデルで実験的に導入された推論プロセスを完全に統合し、APIおよびUIレベル
で「Thinking Mode（思考モード）」と「Non-Thinking Mode（非思考モード）」のデュアルモードを標準
サポートしている 4。 

●​ Non-Thinking Mode：従来のLLMと同様に、直感的かつ高速に回答を生成する。V4 Flashを
用いた場合、極めて低遅延でルーチンタスクを処理できる。APIの互換性維持のため、旧
deepseek-chatの呼び出しはこのモードへルーティングされる 3。 

●​ Thinking Mode：出力の前に、内部で複雑な論理展開、仮説の構築、検証、自己修正（
Self-correction）のプロセスを実行する。OpenRouterなどのAPIを経由して呼び出す場合、
reasoningパラメータを調整し、reasoning_details（思考トークン）としてその途中過程を出力さ
せることが可能である 3。このモードは数学の証明、複雑なアルゴリズムの実装、そして後述
する特許の権利範囲解釈など、高度な論理性が要求されるタスクにおいて不可欠な機能とな

る。互換性の観点から、旧deepseek-reasonerの呼び出しはこのモードへルーティングされる 
3。 

3. フロンティアモデルとの性能比較と市場における破壊的コス
ト競争力 
DeepSeek V4が市場において高い評価を獲得している理由は、ベンチマークにおける純粋な性能
の高さと、それを支える常識外れのコストパフォーマンスの両立にある。 
3.1. ベンチマーク評価と推論能力の検証 

DeepSeek V4 Proの推論能力は、各ドメインの専門家や既存のベンチマーク指標において、業界
トップクラスであることが実証されている。 
 

ベンチマーク指標 / タスク DeepSeek V4 Pro 比較対象モデルとスコア 



SWE-bench (Pro) 80.6% GPT-5 (旧): 32.1% / 
GPT-5.5: 58.6% 3 

GPQA Diamond 90.1% (大学院生レベルの高度な推
論タスク) 3 

Codeforces (Rating) 3206 - 11 

HMMT 2026 Feb (Pass@1) 95.2% Claude Opus 4.6: 96.2% / 
GPT-5.4: 97.7% 11 

IMOAnswerBench 
(Pass@1) 

89.8% Claude Opus 4.6: 75.3% / 
GPT-5.4: 91.4% 11 

ソフトウェアエンジニアリング（コーディング、バグ修正、リファクタリング）の自動化能力を測る「

SWE-bench」において、V4 Proは80.6%という驚異的なスコアを叩き出し、トップティアに位置づけら
れている 3。また、純粋な数学的論理力を問うHMMTやIMOAnswerBenchにおいても、Anthropicの
Claude Opus 4.6やOpenAIのGPT-5.4と互角以上の数値を記録しており、論理的推論やコード処理
においてフロンティアレベルにあることは疑いようがない 11。 
ただし、言語モデルとしての特性上、日本語や中国語から多言語への高度な翻訳ニュアンスや、特

定の地域文化に根ざした文脈理解においては、Alibabaの「Qwen 3.6」など特定言語に特化したモ
デルにわずかに後塵を拝する場面も存在すると評価されている 3。それでも、ビジネス実務における
論理的演繹やコード生成においては、モデルの出力品質（Quality）と一貫性（Consistency）は極め
て高く評価されている 3。 

3.2. 極端な低コスト化と市場へのインパクト（価格破壊） 

性能評価以上にAI市場を震撼させているのが、DeepSeek V4が提示した破壊的なAPI価格設定で
ある。2026年時点の最先端クローズドモデルと比較すると、そのコスト構造の違いは歴然である。 

●​ DeepSeek V4 Pro API標準価格：入力100万トークンあたり1.74ドル（キャッシュミス時）。出
力は100万トークンあたり0.87ドル 3。 

●​ DeepSeek V4 Pro キャンペーン価格（2026年5月末まで）：入力100万トークンあたり0.435ド
ル 3。 

●​ DeepSeek V4 Flash API価格：入力100万トークンあたり0.14ドル 3。 
対照的に、同等の性能を持つClaude Opus 4.7のAPI入力コストは100万トークンあたり推定10〜15
ドル、GPT-5.5であってもそれを大きく上回るコスト帯に設定されている 3。すなわち、DeepSeek V4 
Proは競合のフロンティアモデルと比較して約6分の1から7分の1、キャンペーン期間中に至っては
GPT-5.5の約12分の1という極端な低価格で同等水準の推論リソースを提供していることになる 1。 
 



 
 
この圧倒的なコスト優位性は、「自律型AIエージェント（Autonomous Agents）」の開発・普及を強力
に後押ししている 12。ツールや外部APIを繰り返し呼び出し、結果を検証して自己修正ループを回す
エージェント型のアプローチでは、必然的にAPIの呼び出し回数と消費トークン量が膨大になる。しか
し、DeepSeekの2026年モデルを利用すれば、推論の質を落とすことなく、APIのトークン消費による
破産リスクを回避しながらエージェントを24時間自律稼働させることが可能となる 6。 

3.3. オープンソース（MITライセンス）の戦略的意義 

DeepSeek V4のもう一つの巨大なインパクトは、これらのモデルウェイト（重みデータ）が、最も制限
の緩いオープンソースライセンスの一つである「MITライセンス」の下でHuggingFace等を通じて一般
公開されている点である 2。 OpenAIやAnthropicが最先端モデルのアーキテクチャや重みを非公開
とする「クローズド戦略」を堅持し、自社のクラウドインフラを経由したAPI提供にビジネスモデルを依
存しているのに対し、DeepSeekは全く逆のアプローチをとっている。MITライセンスにより、企業や開
発者はモデルを自社のインフラストラクチャ（オンプレミス環境やプライベートクラウド）に自由にダウ

ンロードし、改変、再学習、商用利用、さらには自社製品への組み込みまで、プロプライエタリなライ

センス料を支払うことなく自由に行うことができる 3。この方針は、後述する機密性の高い業務（特に



知的財産管理）において、クラウドベンダーへのデータ依存（ロックイン）を排除し、「データ主権（

Data Sovereignty）」を確保するための極めて重要な要素となる 3。 

4. コンプライアンス、データプライバシー、および法的リスクの
深層 
DeepSeek V4の技術的ポテンシャルがどれほど高くとも、エンタープライズ環境、とりわけ知的財産
や法務といった機密情報のコアを扱う部門において本モデルを採用する際には、データセキュリティ

および各国の法規制に基づく極めて重大なコンプライアンス上の課題と向き合う必要がある。 
4.1. 日本の個人情報保護委員会（PPC）等による公式な注意喚起 

2025年2月、日本の個人情報保護委員会（PPC）および内閣サイバーセキュリティセンター（NISC）
は、DeepSeekが開発した生成AIサービスの利用に関して、異例の公式な注意喚起（情報提供）を実
施した 13。PPCの発表によれば、DeepSeekのサービス（Webアプリや公式API）利用に伴い取得さ
れた個人情報や入力データは、日本国内で完結する他のサービスとは異なり、「中華人民共和国に

所在するサーバに保存」され、そのデータに対しては「中華人民共和国の法令が直接適用される」こ

とが明確に警告されている 14。 
適用される主要な中国法令には以下が含まれる 14。 

●​ 中華人民共和国個人情報保護法 (PIPL) 
●​ サイバーセキュリティ法 
●​ データセキュリティ法 
●​ 中華人民共和国国家情報法：この法律の第7条などは、中国のいかなる組織や国民に対して

も、国家の情報工作活動への協力と支援を法的に義務付けている。これは事実上、中国の国

家安全当局からデータ開示の要求があった場合、現地企業はサーバ内に蓄積されたユー

ザーデータ（チャットログやプロンプト履歴）を提供しなければならないリスクを意味する 14。 
この国家情報法の存在は、最先端の特許出願前の未公開技術情報や、企業のM&A戦略にかかわ
る営業秘密を、公式のDeepSeekサービスに入力することに対する絶対的なストッパーとなる 15。 

4.2. プライバシーポリシーの不透明性とGDPR違反の懸念 

DeepSeek自身が公表するプライバシーポリシー（2025年2月14日改定版以降）を詳細に分析する
と、ユーザーのプライバシー保護よりも、モデル改善のためのデータ収集とセキュリティ監視に主眼

が置かれていることが分かる 16。 
ポリシー上、サービス利用に伴い以下の情報が自動的に収集・利用されることが明記されている 16。 

●​ デバイスおよびネットワーク情報 
●​ ログ情報（チャット履歴、使用機能、入力時のキーストロークのパターン等） 
●​ IPアドレスに基づく大まかな位置情報 
●​ （サードパーティ製API、例えばBing検索などを統合して利用した場合のプロンプト入力デー

タ） 
欧州のサイバーセキュリティ専門家による評価では、DeepSeekのこれらの運用実態は、EUの一般
データ保護規則（GDPR）に著しく違反していると指摘されている 18。GDPR第6条に基づく適法な
データ処理の根拠が不明確であり、ユーザーが自己のデータへのアクセス権、訂正権、削除権を行

使するためのメカニズムが欠如している 19。さらに、GDPRが義務付けるデータ保護責任者（DPO）



の設置など、コンプライアンスインフラも整備されておらず、AIモデルの学習データとしての利用に関
するオプトアウト（拒否）の選択肢も極めて限定的であると批判されている 19。 

4.3. 日本の個人情報保護法（APPI）への抵触と「入力＝提供」の罠 

日本の法環境下（2026年時点）で企業がAPIやWeb版の生成AIを利用する場合、2024年の施行規
則改正および2026年の法改正に基づく厳格な個人情報保護法（APPI）の遵守が求められる 3。この
観点から、DeepSeekを不用意に利用することは深刻な法令違反を招く恐れがある。 

1.​ 「入力＝提供」の罠（第27条）：従業員が顧客データや従業員情報を含むプロンプトをAI（特に
外部サーバで学習に利用される可能性のあるフリープラン等）に入力する行為は、法的には

個人情報の「第三者提供」と解釈される可能性が高い。原則として本人の事前の同意が必要

となる 3。 
2.​ 目的外利用の禁止（第17条・第18条）：企業のプライバシーポリシーに「生成AIを用いた業務

効率化のため」といった利用目的が明記されていないにもかかわらず、取得した個人データを

AIに入力することは目的外利用に該当する 3。 
3.​ 越境移転規制の壁（第28条）：データ保存先が中国のサーバであるDeepSeekの公式サービ

スを利用することは、「外国にある第三者への提供」に直結する。この場合、企業は移転先国

（中国）の個人情報保護制度を事前に調査・把握し、本人に対してそのリスク等に関する情報

提供を行った上で同意を取得するか、あるいは法が定める相当の安全措置を継続的に講じる

義務を負う 3。 
4.​ 要配慮個人情報の厳格な扱い（第2条3項）：病歴、犯罪歴、信条などの情報を含むデータを入

力することは、事前同意なしには厳格に禁止される 3。 
5.​ 漏洩時の報告義務と課徴金（第26条等）：2024年以降、個人データの漏洩（AIへの誤入力に

よる流出疑いを含む）が発生した場合、個人情報保護委員会への「速報（概ね72時間以内）」
および「確報（30日以内）」が法的義務化されている。さらに2026年改正で導入された課徴金
制度により、不適切なデータハンドリングで企業が利益を得ていたとみなされた場合、巨額の

ペナルティが科されるリスクがある 3。 

4.4. モデル開発手法に関する知財権侵害の波紋（蒸留疑惑） 

データ送信側のリスクに加えて、DeepSeek V4というモデル自体の成り立ちに関するコンプライアン
ス上の疑義も存在する。2025年初頭のブルームバーグ等の報道によれば、DeepSeekが極めて短
期間かつ低コストで高性能なモデルを構築できた背景には、OpenAIのChatGPT等が出力した大量
のデータを収集し、それを自社モデルの学習データとして流用する「蒸留（Distillation）」と呼ばれる
手法が用いられた疑惑が浮上している 15。 
OpenAIの利用規約では、自社のAIモデルが出力したデータを用いて、競合するAIモデルを開発す
ることを明確に禁止している。そのため、この行為は契約違反および著作権・知的財産権の侵害に

あたる可能性があり、米国政府やMicrosoftを巻き込んだ大規模な調査の対象となっている 15。コン

プライアンスを重視するグローバル企業の中には、こうした「開発過程における倫理的・法的瑕疵」

の懸念から、DeepSeekモデルの商用利用を躊躇、あるいは自粛する動きも見られる 15。 

5. 知的財産・特許業務における破壊的活用シナリオ 
前章で詳述した通り、セキュリティやコンプライアンスの観点から、DeepSeekの公式Webサービスや
公式クラウドAPIに未公開情報や個人情報を入力することは「禁忌」である。しかしながら、MITライセ



ンスで提供されるモデルの重みデータを自社のローカル環境（オンプレミス）にデプロイし、外部ネッ

トワークから完全に遮断された状態を構築することで、これらのリスクは完全に払拭される 3。 
この「安全なローカルデプロイメント」を大前提とした場合、DeepSeek V4の「100万トークンのコンテ
キスト処理能力」と「高度な論理推論能力（Thinking Mode）」は、知的財産および特許実務における
ゲームチェンジャーとなる。 
5.1. 100万コンテキストを活用した無効資料調査（Invalidity Search）とクレー
ムチャート生成 

特許侵害訴訟（Patent Litigation）やライセンス交渉において、競合他社の特許を無効化するための
証拠（先行技術）を探し出す「無効資料調査」は、知財業務の中で最も時間とコストを要する高度なプ

ロセスである 22。従来の手法では、調査員が多数の特許公報（Patent Literature）や非特許文献（
NPL：学術論文や製品マニュアル等）を読み込み、対象特許の「特許請求の範囲（クレーム）」の各構
成要件と関連付けていく必要があった 22。 
DeepSeek V4 Proの1Mトークンのコンテキストウィンドウは、英語にして約75万語、標準的なPDF化
された特許公報であれば約20〜50件分、あるいは長大な審査経過情報（File Wrapper）を一括でメ
モリ上に展開し、分析することを可能にする 3。 
具体的な活用ワークフロー（RAGアプローチ）： DeepSeek自体は最新の商用特許データベース（
Espacenet、Derwent、J-PlatPat等）と直接統合されているわけではないため、AIに「特許Aを無効に
する文献を探せ」と漠然と指示しても機能しない（ハルシネーションを起こす）21。したがって、以下の

ようなRetrieval-Augmented Generation（RAG）的なアプローチを採用する。 
1.​ 母集団の抽出：専門の調査員（サーチャー）が、従来の特許データベースを用いて、無効化の

可能性が高い先行技術文献の候補群（数十件）をブール検索等で絞り込む 22。 
2.​ 一括入力とマッピング：抽出した数十件の公報テキストデータを、一括してローカル環境の

DeepSeek V4のコンテキストウィンドウに流し込む。 
3.​ プロンプトによる推論指示：Thinking Modeを有効にし、以下のビジネス用プロンプト 3 を知財

向けに応用した指示を与える。「以下の【対象特許のクレーム構成要件A, B, C】と、【先行技
術文献群（文献1〜文献30）】を比較・分析せよ。各構成要件を明示的、あるいは暗黙的に開
示している文献の段落番号を特定し、両者の技術的特徴の対応関係を論理的に説明したク

レームチャート（マトリックス表）を出力せよ。情報が不足している要件については『非開示』と

明記すること。」 
4.​ 結果の出力：DeepSeek V4の高度な論理力により、数日を要していた文献の読み込みとマッ

ピング作業が数分で完了する。出力結果には、AIがどのように結論に至ったかを示す
reasoning_detailsが含まれるため、知財担当者はその論理展開の正当性を事後的に検証
（事実確認）することが容易となる 3。 

5.2. 特許明細書のドラフティング支援と「発明者」要件への配慮 

新規出願のための特許明細書作成（ドラフティング）においても、生成AIの活用への期待と導入が進
んでいる 21。DeepSeek V4は、研究開発部門から上がってきた発明提案書（アイデアメモや実験
データ）を基に、背景技術、発明が解決しようとする課題、課題を解決するための手段（クレーム

案）、および複数の実施例の骨子を自動生成する能力を有する 4。ここでもThinking Modeの深い論
理的考察力が、クレームの権利範囲を適切に拡張し、競合の回避設計を予防するための「強い特



許」の論理構築を支援する 10。 
法的制約の遵守（自然人要件）： ただし、明細書ドラフティングにAIを活用する際、極めて重要な法
的制約が存在する。米国特許商標庁（USPTO）のガイダンス（2025年11月公表）や、日本国内の知
財高裁における判決（2025年1月）において、「特許を受けられる発明者は自然人（人間の個体）に
限られる」との法的判断が下されている 15。 すなわち、AI（DeepSeek）はあくまで自然人が用いる
「実験用具」や「補助的ツール」に過ぎず、AI自身を発明者として出願することは認められない 21。し

たがって、実務においては、AIが生成したクレーム案や実施例をそのまま出願するのではなく、弁理
士や発明者本人がその内容を精査し、最終的な論理の組み立てと技術的裏付けに関する責任を負

う「人間とAIの協働モデル（Human-in-the-Loop）」を徹底しなければならない 21。また、特許出願前

の情報は絶対的な機密（新規性喪失のリスク）であるため、この作業は必ずインターネットから遮断

されたローカルデプロイ環境で実行される必要がある 3。 

5.3. クラウドAPIを用いた「The "Second AI" Strategy」による言語の壁の打
破 

一方で、既に各国の特許庁で公開されている「公開特許公報」の分析や、一般的な技術トレンド調査

（ランドスケープ分析）においては、機密漏洩の懸念がないため、外部の安価なクラウドAPIを積極的
に活用することができる 3。 
ここで威力を発揮するのが、DeepSeek V4 FlashのAPIである。100万トークンあたり0.14ドルという
極限の低コストを活かし、膨大な数の中国特許や米国特許の公報を一括で読み込ませ、日本語へ

の翻訳、技術課題のサマリー抽出、出願人ごとの技術ポートフォリオのクラスタリング等を実行させ

る 3。 このアプローチは、高度な法的判断（クレーム解釈等）を必要とする作業にはローカルの最上
位モデルや高価なClaude Opus等を用い、大量のデータスクリーニングや単純な機械翻訳には安価
なDeepSeek V4 FlashのAPIを用いるという「The "Second AI" Strategy（第2のAI戦略）」として、知
財部門の予算効率と分析の網羅性を劇的に向上させる 3。 

6. 知財部門における安全なデプロイメント戦略と運用システム
構成 
機密情報と公開情報を切り分け、DeepSeek V4の能力を最大限かつ安全に引き出すための、具体
的なITインフラおよびシステム構成について提言する。 
6.1. ローカル環境（オンプレミス）のハードウェアサイジング 

DeepSeek V4をローカルで稼働させるための主要な推論エンジンとしては、vLLMやOllama、
llama.cppなどが利用可能である 3。モデルサイズに応じたハードウェア要件（GPUのVRAM容量）の
目安は以下の通りである 2。 

モデルバリアントと形

式 
最小要件 (VRAM) 推奨ハードウェア構

成 
想定される知財業務

用途 

V4 Flash (GGUF量
子化 Q4) 

24GB〜80GB 1x 80GB (A100) ま
たは 2x 48GB 

社内規程の照会、軽

量な翻訳、簡単な技



術文書の要約 

V4 Flash (FP8) 80GB 1x H100 80GB また
は 1x A100 80GB 

自律型AIエージェン
トの処理、通常の先

行技術の分類 

V4 Pro (フル BF16
精度) 

640GB以上 8x H100 80GB また
は 4x H200 141GB 

大規模な無効資料

調査、複雑なクレー

ム解釈、明細書ドラ

フト作成 

出典データに基づくハードウェア要件 2 

V4 Pro（1.6兆パラメータ）を本来のBF16精度で稼働させるためには、H100を8基搭載したようなエン
タープライズ向けのマルチノードサーバ環境が必要となるため、導入コストは数千万円規模となる 2。
しかし、量子化技術（GGUF等）を用いて軽量化されたV4 Flashであれば、一部のハイエンドワーク
ステーション（数十万円〜数百万円の投資）に組み込まれたGPU環境でも十分実用的な速度で動作
可能である 2。知財部門のIT予算に応じて、適切なモデル形式を選択することが重要である。 

6.2. ハイブリッド型AIアーキテクチャの構築 

企業が取るべき最適なアーキテクチャは、データの機密レベルに応じて処理経路を動的に切り替え

る「ハイブリッド構成」である 3。 
 



 
 

1.​ 社内イントラネット（セキュアゾーン）：DLP（Data Loss Prevention）システムやファイアウォー
ルによって外部へのデータ流出を遮断した社内ネットワーク内に、vLLM等をホストする推論
サーバを設置する。社内の知財部員は、専用のチャットUI等を通じてこのローカルの
DeepSeek V4にアクセスし、未公開情報の分析や侵害鑑定案の作成を行う。 

2.​ APIアグリゲーター（OpenRouter等）の利用：公開情報のみを扱うタスクにおいては、
OpenRouterなどのOpenAI互換APIプラットフォームを経由してDeepSeek V4 Pro/Flashのエ
ンドポイント（deepseek/deepseek-v4-pro等）を呼び出すアプリケーションを社内ツールに組み
込む 3。この際、リクエストヘッダにプロンプトを渡し、stream: trueを設定することで、サーバ送
信イベント（SSE）としてインクリメンタルに思考プロセス（reasoning tokens）と結果を受信する
ことが可能である 3。ただし、これら外部APIへのアクセス時は、社内システム側で正規表現
フィルター等を用い、対象文字列に社名やプロジェクトコード等の機密情報が含まれていない

かを自動スクリーニングする仕組みが不可欠である。 

7. DeepSeek自身の特許出願動向と技術防衛の分析 
DeepSeekはAIモデルのオープンソース化を進める一方で、その開発基盤となるコア技術について
は、知的財産権による強力な保護・独占を図る戦略を採用している。自社のアルゴリズムやシステム

アーキテクチャを特許として権利化する動きが活発化している。 
例えば、2024年3月に中国国家知識産権局（CNIPA）に出願された特許「一種人工智能模型訓練



データセットの構築方法（出願番号: CN118246542A、審査中）」は、その技術的内実を示す好例で
ある 29。この特許明細書の翻訳データを分析すると、DeepSeekが直面していたハードウェア的な課
題と、それを解決するためのエンジニアリングの創意工夫が詳細に記述されている。 

●​ 技術的課題と解決手段：AIモデルの学習において、膨大なデータセットをGPU等の演算装置
に効率的に供給する際のI/Oボトルネックが課題となる。本特許では、データをシーケンス単位
で整理し、特定のインデックス構造を活用することでデータ管理を効率化する手法が開示され

ている 29。 
●​ 非同期I/Oとバッチ処理：非同期I/O（Input/Output）の仕組みを活用し、GPUが計算を行ってい

る裏側でバッチ単位で次の学習データをメモリに先読み（プリフェッチ）することで、AIモデル全
体の学習パイプラインを劇的に高速化・安定化させる技術が請求範囲に含まれていると推察

される 29。 
知財アナリストの視点から見れば、この特許は、米国の輸出規制により高性能なNVIDIAチップが枯
渇している環境下において、ストレージの効率的利用とデータ処理パイプラインの極限の最適化に

よってDeepSeekがいかにしてフロンティアモデル（V3やV4）を学習させたかという「技術的根拠」を
裏付けるものである 7。 同時に、DeepSeekがデータ前処理やハードウェア最適化に関する特許網
（パテントポートフォリオ）を国内外で構築し始めていることは、将来的にオープンソースのエコシステ

ム内において、特定の実装技術に関して特許権を行使する、あるいは他社のAI技術とのクロスライ
センス交渉における強力な武器として活用する戦略的意図の表れと分析できる。MITライセンスによ
るモデル使用の自由と、それを動作させるシステムアーキテクチャにかかる特許権の侵害リスクは

法的に全く別次元の問題であり、AIインフラを自社構築する企業は、この周辺技術の特許クリアラン
ス状況を注視し続ける必要がある。 

8. 結論：次世代知財インフラとしての生成AIとの共存戦略 
DeepSeek V4ファミリは、100万トークンの巨大な文脈理解力、高度な論理推論プロセス（Thinking 
Mode）、そして従来のフロンティアモデルを陳腐化させる圧倒的な低コスト・高効率アーキテクチャを
兼ね備えた、AI開発史における歴史的マイルストーンである 1。その技術は、特許無効調査のため
の文献群の一括読み込みとクレーム解釈、明細書の論理構造の自動生成、グローバルな特許公報

の超高速翻訳・分析など、テキスト処理の極致である「知的財産・特許業務」に不可逆的かつ劇的な

変革をもたらすポテンシャルを秘めている。 
しかしながら、知財業務という機密情報の最高峰を扱う性質上、その導入アプローチは極めて慎重

でなければならない。「性能が高いから」「圧倒的に安いから」という理由だけで、公式のクラウドサー

ビスやAPIに未公開特許情報、営業秘密、顧客の個人情報を入力することは、日本の個人情報保護
法（APPI）への明確な違反リスクを伴うだけでなく、中国の国家情報法に基づく情報開示リスク等、
深刻なコンプライアンス上のインシデント（あるいは国家安全保障上のリスク）を引き起こす致命的な

行為である 3。 
結論として、企業や特許事務所がDeepSeek V4の卓越した能力を安全に享受し、自社の競争優位
性の源泉へと昇華させるための最適解は以下の通りである。 

1.​ データ境界の厳格な設定とハイブリッド運用：未公開情報や機密データは、自社ネットワーク
内に隔離されたローカル環境（vLLM/Ollama）で稼働するオープンソース版（V4 Proまたは
Flash）のDeepSeekのみで処理する。一方、公開特許等の非機密データの大量処理には安
価なクラウドAPIを活用するという二段構えの運用体制を構築する 3。 

2.​ 「人間とAIの協働」のガバナンス徹底：AIの推論能力がいかに向上しようとも、法的権利を確



定させるのは「自然人」である。AIが生成したクレーム解釈や先行技術のマッピング結果を鵜
呑みにせず、必ず専門家（弁理士や調査員）が最終的な妥当性を検証し、法的な責任を担保

するプロセスを業務フローに組み込む 15。 
3.​ 周辺知財の継続的モニタリング：AIの学習手法に関する倫理的・法的議論（蒸留疑惑）や、

DeepSeek社自身が進めるシステムアーキテクチャ関連の特許網の構築動向を継続的に注
視し、将来的な知財紛争リスクを未然に回避する 15。 

AIはすでに自然人が用いる強力な「道具」としての地位を確立している 21。DeepSeek V4のような画
期的なオープンソースモデルは、適切なインフラ投資、法的制約への深い理解、そして厳格なガバナ

ンス体制の下で運用されて初めて、企業の知財戦略を根本から強化し、未来のイノベーションを創

出するための最強の基盤となるのである。 
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